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5 月 21 日、日本の金星探
査 機「 あ か つ き 」 を 搭 載
した国産ロケットが打ち上
げられた。探査機は 12 月
に金星周回軌道に入り、金
星の大気を調べることにな
る。金星の自転速度は時速
6.5km だ が、 大 気 は そ れ
を上回る時速 400km とい
う猛スピードで回転してい
る。探査機は、この「スー

パーローテーション」現象
の解明をめざすほか、金星
表面の火山活動の調査も行
う予定である。

今回、「あかつき」と相乗
りする形で、IKAROS とい
うソーラーセイル（太陽帆）
の実証機も打ち上げられた。
その目標は、太陽の光圧が
宇宙船の推進力になりうる
ことを世界で初めて実証す

ることにある。IKAROS は
今後数週間かけて 14m2 の
ポリイミド樹脂製の帆を開
いていくが、宇宙航空研究
開発機構（JAXA）の技術者
たちは、その複雑な工程に
神経をとがらせている。� ■
� （翻訳：三枝小夜子）
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